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北九州市シェアサイクル事業の事業者の決定について 

 

本市では、公共交通の機能補完やまちの回遊性向上に寄与し、通勤通学、買い物、

観光、ビジネスなど多様な用途への活用が可能な「シェアサイクル事業」を推進する

こととし、「北九州市自転車活用推進計画（令和３年１月策定）」において、主要施策

の一つに掲げている。 

この度、本市と共同でシェアサイクル事業を実施する事業者を公募し、選考会を行

った結果、事業者を決定した。 

１ これまでの経緯 

  ・令和３年３月１９日 「シティバイク（従前のシェアサイクル事業）」サービス終了 

・令和３年３月２９日から５月２８日まで 新たな事業者を公募 

・令和３年６月２３日 北九州市シェアサイクル事業者選考会（学識経験者、公 

           認会計士、市内部委員で構成）を開催し事業者を決定 

２ 公募概要 

（１）事業期間：協定締結から令和８年３月３１日まで（協議により５年間延長可） 

 （２）実施範囲：小倉都心地区を中心とする（協議により他地区への事業展開可） 

（３）役割分担：【事 業 者】事業の運営全般、施設等の整備・維持管理、 

                         公共施設以外でのステーションの確保、事業報告など 

【北九州市】事業全体の総括、公共施設でのステーションの確保、 

市民への周知・広報 

 （４）費用負担：施設等の整備や運営等に要する費用は全て事業者が負担 

３ 事業者と提案概要 

（１）事 業 者：OpenStreet 株式会社（東京都港区海岸一丁目７番１号） 

    ［シェアサイクルの実績］ 

・全国２００以上の市区町村で事業を展開。政令市では、千葉市、静岡市 

で事業を実施中、さいたま市、川崎市、堺市で実証実験中。 

（２）提案概要 

・ステーションは、当初２１箇所設置、４１箇所まで増設予定。 

・自転車は、全車電動アシスト付き。当初１００台導入、２５５台まで増台予定。 

・予約、貸出し、返却は、スマートフォンアプリ又はＷｅｂから行うシステム。 

・料金は、短時間の街乗りから長時間のサイクリングまで対応できる設定。 

・支払いは、クレジットカード、キャリア決済、電子マネー、プリペイドカード 

と多様な選択が可能。 

４ 今後のスケジュール 

  ・令和３年７月１５日 建設建築委員会報告 

  ・令和３年７月１６日 協定締結 

  ・令和３年秋頃    事業開始予定 



＜自転車の仕様＞
・電動アシスト付き自転車を採用
・ヤマハ発動機PASシリーズの最上位車種をシェアサイクル用にカスタマイズ

＜スマートロックの仕様＞
・自転車に取り付けるスマートロックにより、開錠、施錠等を無人で通信にて管理

＜ドレスガード＞
・後輪にドレスガードを装着し、走行中の自転車からシェアサイクルをアピール

◆自転車の仕様

北九州市シェアサイクル事業（提案概要）

◆事業規模

＜ステーション設置計画＞
・小倉都心地区を中心としたエリア
・市が提示した小倉都心地区の２１個所（３１１ラック）でスタート
・事業状況に応じて４１個所（５１１ラック）まで増設予定

＜自転車台数＞
・初年度１００台でスタート、ステーションの増設に合わせて２５５台まで増台予定

ステーション予定地

資料

ステーションイメージ
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◆予約／貸出しシステム

先ず、アプリまたはWebで個人情報や支払い方法などの会員登録を行う
＜予約／貸出（所要時間：予約1分、貸出１分）＞
１）アプリまたはWebにより貸出し可能なステーションを選択 （図１−１)
２）ステーション内に配備されている貸出し可能な自転車を選択 （図１−２）
３）利用規約に同意することで予約完了（四桁の暗証番号を表示）（図１−３）
４）ハンドルに装着したディスプレイに暗証番号を⼊⼒すると開錠（図１−４）

◆利用料金・決済方法

・短時間の街乗りから、⻑時間のサイクリングまで対応できる料⾦設定
・支払いは、クレジットカードや電子マネーなど多様な支払いが可能

◆企業概要
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